
感度係数に基づく事象間の相関に対する重要度評価 

Evaluation of importance for correlation of events based on sensitivity factor 

＊竹田 敏 1，北田 孝典 1 

1大阪大学 

 

リスク評価に用いる重要度の指標としては Birnbaum Importance Measure、Fussell-Vesely、Criticality Importance 

Factor、Differential Importance Measure 等が挙げられる。これらは事象ごとに指標が与えられるが、事象間に

相関がある可能性がある場合には、事象間の相関について重要度を求めることが有効となると考えられる。

そこで、本検討では事象間の相関に対する重要度の評価手法および評価例を示す。 
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1. 事象間の相関に対する重要度の評価手法 

本検討では、事象間の相関が想定される場合に、この相関がトップイベントの中央値や 95パーセンタイル

等に与える影響を重要度とする。相関を考慮したモンテカルロ計算を実施することで相関の重要度を評価す

ることが可能であるが、この場合は結果に統計誤差が含まれ、事象の数が多い場合は評価する相関の数も多

くなる。そこで、本検討では決定論的に相関を考慮する方法を示す。 

各事象の確率がトップイベントの確率に与える影響を定量的に示す指標として、感度係数𝑆を定める。トッ

プイベントの確率𝑃𝑇の、𝑖番目の事象𝑃𝑖に対する感度係数𝑆𝑇,𝑖は式(1)のように定義でき、各事象が独立かつ

𝜕2𝑃𝑇 𝜕𝑃𝑖
2⁄ = 0の場合は FV 重要度と等しくなる。また、各事象の分散を𝜎𝑖、共分散を𝜎𝑖,𝑗とすると、トップイ

ベントの分散は式(2)より求められる。 
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式(2)で求めた分散からトップイベントの中央値や 95 パーセンタイル等を求めると、事象間の相関に対する

重要度(𝑃𝑇(𝜎𝑖,𝑗,𝑏𝑎𝑠𝑒+𝑐𝑜𝑟𝑟𝑒𝑙𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛) − 𝑃𝑇(𝜎𝑖,𝑗,𝑏𝑎𝑠𝑒))を求めることができる。 

2. 重要度の評価例 

文献[1]で示される図 1 のフォルトツリーについてトップイベントの確率を評価した。トップイベントの分

散と中央値および 95 パーセンタイルの関係は文献[1]に基づいて求めた。文献[1]では各事象は独立している

と仮定しているが、X2 と X6 に相関がある可能性がある状態を想定し、この相関係数を 0.2 とした場合の評

価も行った。得られた確率密度関数を図 2 に示す。相関を考慮した場合は図 2 に示されるように確率密度関

数の広がりが大きくなり、95 パーセンタイルについての重要度は 0.0004(=(相関あり) - (相関なし)=0.0160-

0.0156)となった。 

    

   図 1 評価に用いるフォルトツリー[1]          図 2 評価で得られた確率密度関数 

3. 結言 事象間の相関に対する重要度評価の手法と評価例を示した。 
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